




【視聴可能期間：令和8年3月末まで】

※講師の肩書は当時のものです。

回 日付 題　　　目 講　　師

1 5/30 曹操は本当に悪人か？-『三国志演義』において-

2 6/6 本当の曹操-偉大なる政治家・兵法家、そして詩人

3 6/20 魏の英雄たち：郭嘉・荀彧・司馬懿他

4 6/27 蜀の英雄たち：劉備・関羽・張飛・諸葛孔明他

5 7/4 呉の英雄たち: 孫権・周瑜・魯肅他

6 7/18 『演義』の女性たち: 貂蝉・甄夫人・二喬他

回 日付 題　　　目 講　　師

1 6/6 関ヶ原合戦後の地政学的状況

2 6/20 家康の将軍任官と二重公儀体制

3 7/4 二重公儀体制の破綻

4 7/18 大坂冬の陣と和議

5 8/1 大坂夏の陣と道明寺・誉田合戦

6 8/15 大坂城の戦いと豊臣政権の終焉

回 日付 題　　　目 講　　師

1 6/2
百舌鳥・古市古墳群の魅力
-大阪初の世界文化遺産-

2 6/9
巨大古墳の築造年を標定する
-考古学の基礎的研究手法からの試み-

3 6/16
玉手山・松岳古墳群の被葬者
-古市古墳群登場前夜の有力古墳群-

4 6/23
津堂城山古墳の被葬者
-古市古墳群の嚆矢を拓く王者の墳墓-

5 6/30
仲津山古墳と墓山古墳の被葬者
-天皇陵にならなかった巨大古墳-

6 7/7
誉田御廟山古墳は応神陵か
-誉田八幡宮と赤馬伝承をめぐって-

回 日付 題　　　目 講　　師

5 7/8 大阪の近代建築 -村野藤吾を中心に- 京都工芸繊維大学　助教　笠原一人

⑤巨大古墳の被葬者を考えるⅠ

⑥大阪のモダニズム　‐美術、音楽、建築、文学‐　文化的視点から

藤井寺市教育委員会、元関西学院大学　講師　天野末喜

学習情報室で視聴可能なR5年度講座の一覧

①『三国志演義』の英雄たち

岡山大学 名誉教授・日本杜甫学会 会長　下定雅弘

②大坂の陣と道明寺・誉田合戦

国際日本文化研究センター 名誉教授　笠谷和比古
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※講師の肩書は当時のものです。

回 日付 題　　　目

3 9/20 抽象絵画入門　【講義】

5 10/4 北欧美術の魅力-ノルウェー・フィンランドの自然とアート　【講義】

回 日付 題　　　目

1 9/8
土師ニサンザイ古墳と御廟山古墳の被葬者
-百舌鳥古墳群における謎の陵墓参考地-

2 9/22
市野山古墳と軽里大塚古墳の被葬者
-倭王済と興の墳墓をめぐって-

3 9/29
岡ミサンザイ古墳の被葬者
-高鷲原陵と恵我長野西陵を考える-

4 10/6
今城塚古墳と太田茶臼山古墳の被葬者
-北摂に造られた二つの巨大古墳-

5 10/13
野中ボケ山・白髪山・高屋城山古墳は仁賢・清寧・安閑陵か
-古市古墳群南部の後期前方後円墳-

6 11/10
河内大塚古墳の被葬者
-古墳時代後期における謎の巨大古墳-

回 日付 題　　　目

3 9/30 近松世話浄瑠璃の魅力 -『曽根崎心中』-

4 10/7 近松時代浄瑠璃の魅力 -『国性爺合戦』-

回 日付 題　　　目

1 9/2 宗門改帳の世界　嘉永二年丹南郡松原村の例から

2 9/16 お上からのお触の伝達方法　高札と確認

3 9/30 大和川の川違え普請に付、長原村の潰れ地を改める

4 10/28 長原村の奥印帳の世界から　質入れ・人別送り

5 11/11 貯扶食米の詰め替えは？　古米になる前に

6 11/25 向こう三年間、村方取り締まり條々　村の自治力

【視聴可能期間：令和8年9月末まで】

学習情報室で視聴可能なR5年度講座の一覧

⑧美術の輝き

⑩巨大古墳の被葬者を考えるⅡ

⑪近世日本を代表する劇詩人～近松門左衛門三百回忌

講　　師

大阪芸術大学美術学科　特任教授　中川佳宣

大阪芸術大学美術学科　特任准教授　森井宏青

講　　師

藤井寺市教育委員会／元関西学院大学　講師　天野末喜

園田学園女子大学  名誉教授　乾安代

講　　師

大阪府立狭山池博物館　中山潔

⑫古文書から学ぶ地域の歴史　近世の古文書の世界

講　　師
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※講師の肩書は当時のものです。

回 日付 題　　　目

1 12/1 日本の世界遺産及び今年度の世界遺産講座について

2 12/15 世界遺産高野山の霊宝～弘法大師信仰の観点から～

4 1/5 世界遺産と鉄道遺産

6 1/19 世界無形遺産　能　について

7 1/26 英国の先史世界遺産

8 2/2 世界遺産　東北アジアの古代国家「高句麗」の壁画古墳

9 2/9 世界遺産と文化的景観

10 2/16 ユネスコ無形遺産　和食、日本人の伝統的食文化

回 日付 題　　　目

1 12/9 大佛次郎『赤穂浪士』について

4 1/13 森鴎外『阿部一族』『渋江抽斎藤』について

6 1/27 司馬遼太郎『竜馬がゆく』は日本版レ・ミゼラブルか？

回 日付 題　　　目

4 1/7 もう怖がらなくてよい認知症ケア -模擬患者体験をしてみよう-

回 日付 題　　　目

1 12/10 宮沢賢治入門編

2 12/17 童話「注文の多い料理店」を読む

3 1/14 童話「狼森と笊森、盗人森」を読む

4 1/21 童話「水仙月の四日」を読む

5 2/4 童話「烏の北斗七星」を読む

6 2/18 童話「鹿踊りのはじまり」を読む

回 日付 講　　師

1 1/26

2 2/2

3 2/9

4 2/16

5 3/1

6 3/8

【視聴可能期間：令和9年3月末まで】

文化庁文化財第二課　主任文化財調査官　市原富士夫

学習情報室で視聴可能なR5年度講座の一覧

⑭世界遺産講座

講　　師

藤井寺市教育委員会文化財保護課　文化財調査員　福田英人

高野山　蓮華定院　徒弟・紀伊考古学研究会　鳥羽正剛

大阪学院大学経済学部　教授　中山嘉彦

能楽師　観世流　シテ方　同志社大学　客員教授・
重要無形文化財「能楽」総合認定保持者　河村晴久

一般財団法人大阪市文化財協会　東淀川調査事務所長　岡村勝行

一般財団法人大阪市文化財協会事務局　次長　南秀雄

⑲快適な老後を送るための実践健康講座

関西国際大学国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部長・観光学科　教授　宗田好史

⑮歴史という物語について

講　　師

国際日本文化研究センター　名誉教授　笠谷和比古

作家・講師　土居豊

⑰「住み慣れた街で安全に安心して自分らしく生きるための秘訣」

講　　師

四天王寺大学看護学部精神看護学領域　助教　松橋美奈/
四天王寺大学看護学部老年看護学領域　教授　山崎尚美

⑱宮沢賢治の童話を読む-童話集『注文の多い料理店』を中心に-

講　　師

武庫川女子大学文学部　非常勤講師　森本智子

題　　　目

脳を使うだけでは老化が加速！若く保つための秘訣とは？
～新しい「脳の老化」の防ぎ方～

大阪大谷大学　名誉教授　廣谷芳彦

だれでもなりえる高血圧　命にかかわらないようにするために必要なこと
～4300万人が罹る国民病「高血圧」数ある病気の中でも特別な理由～

「嗅覚の老化」は認知症・寝たきりの前兆！
嗅覚を維持・改善するための対策で健康長寿

いずれ誰もが悩む頻尿・尿漏れをセルフケアで解決！
尿トラブルの症状に合わせた対策を解説

うつ病とストレス　根底から崩れる健康の最大の敵

一生「元気な足腰」でいられる秘訣 「老化は足から」とさせないための対策
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【視聴可能期間：令和9年9月末まで】

※講師の肩書は当時のものです。

回 日付 題　　　目 講　　師

2 5/22 海山と海山列　−古くなると深くなる海底−

4 6/5 しんかい6500の世界　−海洋底研究の現状と今後−

6 6/19 自然災害と防災を考える　−地震と火山噴火−

7 6/26 ここはどこ？　−宇宙の誕生から地球の成立まで−

12 7/31 研究の風景　−三内丸山遺跡の緑色磨製石斧−

回 日付 題　　　目 講　　師

1 6/7 虹だけではない、空に見えるさまざまな現象 長谷川能三 （元　大阪市立科学館　学芸員）

回 日付 題　　　目 講　　師

1 5/17 再発見！ 古市古墳群のすばらしさ 元羽曳野市世界遺産・文化財担当職員　高野学

2 5/24 鉄器生産拠点と百舌鳥・古市古墳群 交野市教育委員会社会教育課　課長（文化財担当）　真鍋成史

3 5/31
百舌鳥・古市古墳群の造営者と葛城地域集団
－家形埴輪の比較を起点に－

奈良県立橿原考古学研究所附属博物館　学芸副主幹　青柳泰介

6 6/21
東日本最大勢力の地、上毛野 (かみつけぬ) の古墳と
百舌鳥・古市古墳群

群馬県立歴史博物館　特別館長　右島和夫

7 7/5 応神陵古墳の造り出しが意味するもの 元羽曳野市世界遺産・文化財担当職員　高野学

9 7/19 子どもたちに伝えたい、古墳のまちに暮らす意味 関西外国語大学英語国際学部　教授　佐古和枝

10 7/26 玉と古代王権 国立文化財機構奈良文化財研究所　研究員　谷澤亜里

回 日付 題　　　目 講　　師

1 5/18 反ユダヤ主義とホロコースト

2 5/25 ユダヤ系アメリカ文学の伝統と笑い

回 日付 題　　　目 講　　師

1 5/18 イスラム教の基礎とハラルの基本 （一社）ハラル・ジャパン協会　コンサルタント　佐久川優衣

2 5/25 宗教（ユダヤ教、キリスト教、ヒンズー教等）を学ぶ イスラム教教育活動者　ジャマール・サラフ

関西大学客員教授、 文学博士、ユダヤ系アメリカ文学専門家
広瀬佳司

⑧多様な背景をもつ外国人を宗教、食、歴史の観点から学ぶ

大阪府立大学　名誉教授　前川寛和

学習情報室で視聴可能なR6年度講座の一覧

③しんかい6500の世界　－宇宙・地球・生命－

⑤光と色の科学

⑥百舌鳥・古市古墳群のすばらしさを再発見！　世界遺産講座 2024

⑦現代にひきつがれる、ユダヤ・イスラエルの思想・文化
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【視聴可能期間：令和10年3月末まで】

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

１ 1 5/18 天地の初め

２ 2 6/1 イザナキとイザナミ (1)～国生みの神話～

３ 3 6/15 イザナキとイザナミ (2)～神生みとイザナミの死～

４ 4 6/29 黄泉の国

５ 5 7/13 アマテラスとスサノヲ

６ 6 8/3 天の岩屋

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

７ 1 9/7 ヤマタノヲロチ

８ 2 9/21 イナバの白うさぎ

９ 3 10/5 根の堅州国

１０ 4 10/19 大国主神の国作り

１１ 5 11/2 葦原中国

１２ 6 11/16 大国主神の国譲り

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

１３ 1 12/7 天孫降臨

１４ 2 12/21 コノハナノサクヤビメ

１５ 3 1/18 海幸彦と山幸彦

１６ 4 2/1 神武東征 (1)

１７ 5 2/15 神武東征 (2)

１８ 6 2/22 天皇誕生

わが国の草創期を神代の昔から物語る書物『古事
記』―。
本講座では、そんな古事記の「物語」を、原文に即し
て読み解いてゆきます。
今回は、出雲国を舞台にスサノヲや大国主神が大活
躍。
よく知られたあのお話も、古事記のことばで読めば
ちょっと一味ちがうかも…？

『古事記』の物語を、原文に即して読み解く講座です。
今回、ついに平定を終えた葦原中国に、天孫が降臨。
その系譜に連なるイハレビコは、いよいよヤマトを目
指し、東へと旅立ちました。
古事記神話のクライマックス―。
＂天皇誕生＂への道のりを、追ってゆきます。

『古事記』をよむ Ⅲ ～日向三代から 神武天皇へ～

『古事記』をよむⅡ ～出雲の神話～

学習情報室で視聴可能な古事記講座の一覧

 ◆『古事記』をよむ　全7講座　　開講：平成30年度～令和2年度　　　　　

　　  講師：関西医療大学 非常勤講師 南山かおり (※肩書は当時のものです。)

日本に現存する最古の歴史書『古事記』。
この国の草創期を神代の昔から物語るこの書物は、
文学的にも高く評価されています。
本講座では、そんな古事記の「物語」を原文に即して
通読することを目指します。
内容の類似する『日本書紀』の記述とも見比べなが
ら、古事記の物語の特色を探ってみましょう。

『古事記』をよむ ～神々の代の物語～

H30－⑩

人気の古事記講座がⅠ～Ⅶまで全て視聴できます。視聴期間は限られてますので、この機会をおみのがしなく！
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【視聴可能期間：令和10年3月末まで】

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

１９ 1 5/24 初国知らす天皇

２０ 2 6/7 サホビメとサホビコ

２１ 3 6/21 物言わぬ御子

２２ 4 7/5 ヤマトタケル (1)

２３ 5 7/19 ヤマトタケル (2)

２４ 6 8/2 ヤマトタケル (3)

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

２５ 1 9/6 神功皇后の新羅遠征 (1)

２６ 2 9/20 神功皇后の新羅遠征 (2)

２７ 3 10/4 応神天皇の世

２８ 4 10/18 大山守命の反乱

２９ 5 11/1 天之日矛の物語

３０ 6 11/15 聖帝の世

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

３１ 1 12/6 嫉妬する皇后 (1)

３２ 2 12/20 嫉妬する皇后 (2)

３３ 3 1/17 メドリとハヤブサの物語

３４ 4 1/31 墨江中王の反乱

３５ 5 2/7 軽太子の悲恋

３６ 6 2/21 オホハツセノミコ

通し
番号 回 日付 題　　　目 内　　　容

３７ 1 10/16 大王雄略の物語 (1)

３８ 2 10/30 大王雄略の物語 (2)

３９ 3 11/13 大王雄略の物語 (3)

４０ 4 11/27 皇統の危機

４１ 5 3/12 父王の仇

４２ 6 3/19 『古事記』成立の謎

天皇の代の黎明期。この国のいしずえを築くため、西
へ東へ奔走した英雄たちと、それを取り巻く神々の物
語。
三輪山の神とのふしぎな交流や、ヤマトタケルの悲劇
など。
著名なあの名場面を、『古事記』のことばで、じっくり読
み深めます。

古代国家の建設期。
この国の版図を確立しようと奮闘する人々の物語。
希世の女傑 神功皇后から、巨大古墳の主かと話題
の応神・仁徳天皇にいたるまで。
『古事記』が語る英雄たちの活躍ぶりに、今回も目が
離せません！

長い征討と平定の時代を乗り越えて、ようやく訪れた
平和。
太平の世を生きる人びとの歓び、そして哀しみ…。
嫉妬と裏切りと。
悲恋と復讐と―。
愛憎渦巻く、今まさに、恋と反逆の季節。

『古事記』が語る最後のヒーロー、雄略天皇。
その性格は豪快で、時にユーモラスにも映ります。
圧倒的なスケールの大王の代を迎え、「天の下」はい
よいよ完成へと近づくのです。
神代より紡がれてきた＂神々と天皇たちの物語＂、つ
いに最終章へ―。

『古事記』をよむⅣ ～崇神・垂仁・景行の代～

『古事記』をよむⅤ ～神功皇后から応神・仁徳天皇へ～

『古事記』をよむⅦ ～雄略天皇から 後の代へ～

『古事記』をよむⅥ ～仁徳天皇とその皇子たち～
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